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1889年 荒砥村と木瀬村の誕生

1957年 城南村の誕生

1960年 城南村役場の完成

1967年 城南地区の誕生

1996年 城南公民館（支所）の完成

明治22年4月1日 町村制施行により成立

昭和32年1月20日 荒砥村と木瀬村の一部が合併
「赤城山の南麓」に位置することから「城南」

昭和35年10月3日 城南村役場が現在地に竣工

昭和42年年5月1日 前橋市に編入
「城南村役場」→「城南支所」に名称変更

平成8年11月1日 支所・公民館・図書館の３
つの機能をもつ複合施設として完成

旧今井町東交差点の形状が大きく変わりました

城南地区と城南公民館の今昔 ～行政・文化・教育の拠点～
私たちが暮らす城南地区は、今から135年前に施行さ

れた町村制により、「荒砥村」と「木瀬村」が成立したこと

に始まります。当時は、2村で25の大字（現在の町）があ

りましたが、時を経る中で、一部が先んじて前橋市へ編

入するなどで現在は15町となり、令和6年１月末日現在、

17,76６人（7,40２世帯）が暮らしています。

城南地区住民の行政、文化、教育、地域づくり協議会

の活動の拠点である城南公民館（城南支所）は、城南

村の誕生後、村役場が設けられた現在地に1996年に完

成し、年間7万人を超える方々に利用されています。

城南公民館前を走る国道50号の4車線化工事が本格

化し、周辺の景色や交通状況が大きく様変わりしていま

す。ご来館の際には気を付けてお越しください。

かつての城南支所。懐かしさを感じる方も多いのでは

城南支所の1994年当時の姿



●「各町社会福祉協議会の実務者情報交換会」を開催

令和５年６月２７日、各町の社会福祉協議会(町社協)の実務者による情

報交換会を行いました。

これは、昨年度から町社協の発足が始まる中で、各町の実務者が悩んで

いることを部会員が耳にしたことから、前橋市社会福祉協議会に相談し、

モデル地区の状況説明や意見交換の場として開催したものです。

コーディネーターの進行で各町の活動内容や抱える問題などの発表があ

り、参加者同士の質問も活発に行われ、時間をオーバーするほどでした。

●第１０回 私たちの身近にある自然豊かな子ども絵画コンクール

令和５年１０月２２日、城南地区の自然をテーマに小学生が夏休み中に

描いた「私たちの身近にある自然豊かな子ども絵画コンクール」の表彰式

を行いました。

今年は１０１点の応募があり、素晴らしい作品ばかり。低学年・中学

年・高学年の３部門に分け、部会員の投票により入賞作品を選びました。

●おじいちゃんの知恵に学ぶ ３世代交流会「ミニ門松つくり」

令和５年１２月２３日、地域内のご家庭から提供していただ

いた材料を使い、３世代交流会「ミニ門松つくり」を開催。

当日は老人クラブ会員、民生委員児童委員、地域包括支援セ

ンター上毛の里とすみれ荘、前橋社会福祉協議会など多くの方

にご協力をいただき、盛大に開催することができました。

地域福祉部会 ～支えあいのまちづくりに取り組みます

わたしたちの住む地域は、赤城山の裾野に大きく広

がる平坦な地域であり、JR両毛線や路線バスの3路線

(国道50号・産泰県道・藤岡県道)が運行しているも

のの、移動手段のほとんどは自家用車が担っています。

しかし、年齢を重ねることで運転に自信がなくなり、

移動に不便になる方の増加が予想されます。こうした

将来を見据え、令和2年2月に開始されたのが、城南

地区デマンド運行バス「城南あおぞら号」です。

昨年8月に各世帯へ配布したチラシには、城南地区

の地図上に停留所の場所が示されています。本年3月

には、細かい道路を分かりやすく見やすくするため、

城南地区を４分割した拡大版の地図を配布して、身近

な停留所の場所がわかるようにしました。

運行開始当初は、年配者の移動手段として、医療機

関やスーパーマーケット等の利用が中心でしたが、最

近は利用される方々の工夫もあり、子どもから高齢者

まで幅広い世代が有効活用しています。

たくさんの皆さまに「城南あおぞら号」をご利用い

ただけるよう、これからも取り組んでいきます。

地域内交通運営委員会 ～バスに乗って出かけよう
このチラシは前橋市ホームページや

城南公民館にあります♪



●おかげさまで５万人！

高齢者支援のひとつとして、平成２６年３月に

スタートした移動販売車「フレッシー号」。

昨年１１月、おかげさまでご利用のお客様が５

万人を達成しました！

現在、城南地区内の１７か所を月曜、水曜、金

曜の３回にわけて、新鮮な商品を満載して移動販

売しています。近くで見かけられましたら、ぜひ

お買い物にご利用ください。「御用聞き」もして

います。

安全・安心対策部会 ～住み慣れた地域で暮らせるお手伝い

●５万人達成記念イベントを開催

令和6年１月１３日、城南支所ホールにおいて、

これまでのご支援とご協力に対しお礼と感謝の意

を込めて、尺八の著名な演奏家である佃一生さん、

三味線の佃亜紀さん・佃生弥さんの３人の協演に

よる演奏会「郷愁の音響く～尺八と三味線～」を

開催しました。

会場には１００名を超える方々が来場され、素

晴らしい音色と演奏に魅了されました。

●城南地区の時代年表や方言などをまとめた冊子がまもなく完成！

文化財部会員の新嶋さんを中心に、城南地区の時代年表(旧石器時代

から現代まで)と、方言や風俗・風習などをまとめた冊子を作成中です。

完成まであと少し、どうぞお楽しみ♪

●講演会「神と仏の座(おわ)す山一常陸の筑波山と上野の筑波山」

令和5年3月12日、つくば市今鹿島小学校教頭の大関武先生を講師に

迎え、70名を超える参加の中、講演会を開催しました。

前橋市の重要文化財に指定されている二之宮町の無量寿寺「十一面

観世音立像(平安時代)」がなぜ江戸の護国寺から移されここにあるのか、

筑波山とのつながりなどをユニークに語っていただきました。

●講演会「どうする憲景(のりかげ)～憲景の生き残り作戦～」

令和5年12月17日、中世史研究家の久保田順一先生を講師に迎えて

講演会を開催したところ、広く県内から80名近くの参加がありました。

渋川白井城と前橋大室城を拠点にして、戦国時代に活躍した長尾憲

景を中心に、上野の国衆達の生き様を興味深く語っていただきました。

城南地区も戦国時代のただ中にあり、私たちの先祖も困難な時代に

武士としてたくましく生き抜いたことを、久保田先生のお話から感じ

とっていただけたことでしょう。

文化財部会 ～ロマンの歴史にふれてみませんか

昨年１２月には、ご利用いただいたお客様に、
安全・安心対策部会員から記念品をお渡ししました

やっぱり生の音楽は
いいですね♪
拍手喝采でした

大関武先生

大室城の復元模型

久保田順一先生



●城南地区地域づくり協議会総会
令和５年度の総会が５月１７日、城南支所ホールにおいて開催

されました。この総会では役員の改選、令和４年度の事業報告と

決算報告、令和５年度の事業計画案と予算案、会則の変更案が承

認されました。

役員の改選では、会長が再任で茂木瑞穂さん、副会長が新任で

小渕登己夫さんが就任しました。

会則の変更では、会員を「協議会の目的や活動の趣旨に賛同す

る個人及び各種団体から推薦された者によって構成する」と変更

しました。

●城南地区文化祭で地域づくり協議会の活動紹介
昨年度に続き、１１月４日～５日に開催された城南地区文化祭にお

いて、城南地域づくり協議会の活動状況を展示しました。

安全・安心対策部会では、フレッシー便の買物風景として、利用者

が買い物をしている８か所の写真を大きく展示しました。

文化祭部会では、現在作成している城南地区の時代世紀年表の一部

を配布しました。

地域福祉部会では、小学生絵画コンクールの入賞作品１３点(低学年

の部・中学年の部・高学年の部)を展示しました。

４つの部会・委員会では、年間を通じて様々な活動やイベントを

行っていますので、皆様のご参加をお待ちしています。

城南地区地域づくり協議会では、
一緒に活動する仲間を募集しています！

４つの組織があるので、お好みの活動の場をお選びください♪
体験のご希望やお問い合わせは、城南支所 ２６８－２１１１へ
お気軽にお問い合わせください ＜令和６年３月発行＞

●宮城地区主催「荒砥川源流探訪会」に参加
１１月１９日、みやぎ地域づくり交流会が主催する荒砥川源流探

訪会に城南地区からも４名が参加しました。

当日は晴天にも恵まれ、赤城温泉駐車場から関東ふれあいの道に

入り、太子沢の砂防堰堤までの往復コースを歩きました。

急坂や足場の悪いところもありましたが、全員が最後

まで歩き、パノラマ展望台での昼食時には宮城地区の

「いいもん汁」が振る舞われました。


